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核兵器廃絶は可能か？ ―NPT 再検討会議の展望と課題― 【骨子】 
 

冨田 宏治 
 

 

簡単な自己紹介から・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.1 

  起草委員長の過酷な夏 

  それでも辞められない理由 

  「被爆者とともに！」という原点 

        ◇  ◇  ◇ 

オバマ大統領プラハでの演説「核兵器のない世界」への構想・・・p.2 

オバマ大統領カイロ大学での演説（2009 年 6 月） 

核兵器廃絶を求める声の新たな広がり 

キッシンジャーら４氏のよびかけ 

グローバルゼロ・キャンペーン 

オバマ大統領のプラハ演説をうけて 

オバマ大統領にノーベル平和賞授与へ 

第 64 回国連総会の諸決議は… 

支配層の間に広がる「核拡散」と「核テロ」への恐怖 

「テロと拡散」に対する唯一のオルタナティブは？ 

私たちの原点を再確認しつつ 

この情勢を切り拓いてきた世界諸国民の運動の力 

        ◇  ◇  ◇ 

「核抑止力」論はもはや時代遅れに・・・・・・・・・・・・・・p.7 

北朝鮮の核実験に対しても… 

「核兵器のない世界」を喜べぬ唯一の被爆国 

オバマ大統領の「核兵器のない世界」の足を引っ張る被爆国政府？ 

政権交代と鳩山新首相の外交デビュー 

政権交代をもたらした力は… 

「核密約」ついに発見 

発見された「密約」 

検証・公表、そして… 

日米同盟と世論の間で… 

ここでも問題は「抑止力」論 

今こそ「核抑止力」論と「核の傘」からの脱却を!! 

        ◇  ◇  ◇ 

さらなる世論と運動を!!・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.11 

絶好のチャンスは 2010 年 NPT 再検討会議 

NPT(核不拡散条約)とは？ 

2000 年 NPT 再検討会議の「明確な約束」 

新アジェンダ連合諸国、非同盟諸国の政府とともに 

核兵器廃絶を求める声の新たな広がりの中で 

2009 年５月再検討会議準備会合 

国連安保理サミット決議 

いまこそ核兵器全面禁止条約へ協議の開始を!! 

諸国民の運動と圧倒的な世論の力こそ 

潮目は変わった!! 

遅れてきた 21 世紀の始まり 

Yes, We Can!! 
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回
憲

法
と
平

和
を
考

え
る
つ
ど
い

核
兵
器
廃
絶

は
可
能
か

？
核
兵
器
廃
絶

は
可
能
か

？
―

N
PT

再
検

討
会

議
の

展
望

と
課

題
―

関
西

学
院

大
学

法
学

部
教

授

原
水

爆
禁

止
世

界
大

会
起

草
委

員
長

1

原
水

爆
禁

止
世

界
大

会
起

草
委

員
長

冨
田

宏
治

簡
単
な
自
己
紹
介
か
ら

名
古

屋
大

学
で
政

治
学

を
専
攻

。
名

古
屋

大
学

で
政

治
学

を
専
攻

。
1

9
7

8年
、
大
学

１
年

の
時

以
来

、
30

年
間
欠

か
す
こ
と
な
く

8月
6
日

の
広

島
・
8月

9日
の

長
崎

に
身

を
置

く
。

き
っ
か

け
は

沢
田

昭
二

さ
ん
（
被

爆
者

・
物

理
学

者
・
日

本
原

水
協

代
表

理
事

）
と
の

出
会

い
。

名
古

屋
大

学
平

和
憲

章
制

定
。

1
9

8
9年

よ
り
関

西
学

院
大

学
法

学
部

2

1
9

8
9年

よ
り
関

西
学

院
大

学
法

学
部

へ
。

日
本

政
治

思
想

史
を
担

当
。

1
9

9
3年

以
来

、
安

齋
育

郎
さ
ん
を
助

け
て
、
世

界
大

会
の

起
草

作
業

に
参

加
。

2
0

0
6年

よ
り
、
安

齋
さ
ん
の

後
を
う
け
て
起

草
委

員
長

に
就

任
。

起
草
委
員
長
の
過
酷
な
夏

10
日

間
で
国
際
会
議
宣
言

、
広

島
決

議
、
長
崎
決
議

、
10

日
間
で
国
際
会
議
宣
言

、
広

島
決

議
、
長
崎
決
議

、
特
別
決
議
な
ど
を
起
草
。

徹
夜

、
徹

夜
の

日
々

。
深
夜
ま
で
続
く
国
際
起
草
委
員
会
。

明
け
方
ま
で
日
英
両
文
の
起
草
作
業
。

同
時
に
起
草
委
員
長
報
告
と
主
催
者
報
告
の
原
稿
を

書
き

朝
ま
で
に
同
時
通
訳
に
渡
す

3

書
き
、
朝
ま
で
に
同
時
通
訳
に
渡
す
。

翌
朝

、
起

草
委

員
長

報
告

。
午
後
に
は
開
会
総
会
で
主
催
者
報
告
。

意
識
朦
朧
の
ま
ま
広
島
決
議
の
起
草
へ
。

そ
れ
で
も
辞
め
ら
れ
な
い
理
由

「
ふ

た
た
び
被

爆
者

を
つ
く
る
な
！
」

ふ
た
た
び
被

爆
者

を
つ
く
る
な
！
」

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
を
く
り
か

え
す

な
！

」
「
核

兵
器

な
く
せ

！
」
の

被
爆

者
の

叫
び
。

被
爆

者
は

「
報

復
」
を
の

ぞ
ま
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
の

意
味

。
そ
の

崇
高

さ
。

自
ら
の

受
け
た
悲

惨
と
残

虐
を
、
そ
し

て
自

ら
の

受
け
つ
づ
け
て
い
る
苦

し
み

を
度

と
再
び
世

界
ど

に
も

4

み
を
、
二

度
と
再
び
世

界
の

ど
こ
に
も
、

誰
の

上
に
も
繰
り
返
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
、
そ
し
て
、
自

ら
の

経
験

を
と
お
し

て
人

類
の

危
機

を
救

お
う
と
い
う
、
被

爆
者

の
崇

高
な
決

意
と
願
い
。
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「
被
爆
者
と
と
も
に
！
」
と
い
う
原
点

こ
の

30
年

自
分
自
身
が
出
会

こ
の

30
年

、
自
分
自
身
が
出
会

い
、
核
兵
器
廃
絶
の
実
現
を
見
る

こ
と
な
く
亡
く
な
っ
て
い
っ
た
被
爆

者
の
方
々
の
無
念
を
自
分
な
り
に

受
継

ぐ
と
い
う
こ
と
。

「
被

爆
者
と
と
も
に
！

」と
い
う
原

5

「
被

爆
者
と
と
も
に
！

」と
い
う
原

水
爆

禁
止

運
動

の
原

点
。

「
被
爆
体
験
の
継
承
」
と
い
う
課
題

と
責

任
。

オ
バ

マ
大

統
領
プ
ラ
ハ
で
の

演
説

「
核
兵

器
の
な
い
世

界
」
へ
の

構
想

①

米
国

は
、
核

兵
器
国

と
し
て
、
そ
し

て
核

兵
器

を
使

た
と
が

あ
る

て
核

兵
器

を
使
っ
た
こ
と
が

あ
る

唯
一

の
核

兵
器

国
と
し
て
、
行
動

す
る
道

義
的

責
任

が
あ
る
。
米

国
だ
け
で
は

う
ま
く
い
か

な
い
が

、
米

国
は

指
導

的
役

割
を
果

た
す
こ
と

が
で
き
る
。

今
日

、
私

は
核

兵
器

の
な
い

世
界

の
平

和
と
安

全
保

障
を

6

世
界

の
平

和
と
安

全
保

障
を

追
求

す
る
と
い
う
米

国
の

約
束

を
、
明

確
に
、
か
つ
確
信

を
も
っ
て
表

明
す
る
。

オ
バ

マ
大

統
領

プ
ラ
ハ

で
の

演
説

「
核

兵
器

の
な
い
世

界
」
へ

の
構

想
②

ロ
シ
ア
と
の

間
で
第
１
次
戦

略
兵

器
削

減
条

約
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
）
の

ロ
シ
ア
と
の

間
で
第
１
次
戦

略
兵

器
削

減
条

約
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
）
の

後
継

条
約

を
１
２
月

ま
で
に
結

ぶ
。

Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
の

批
准

実
現

に
は

「
早

急
か

つ
意

欲
的

に
取

り
組

む
」
。

核
兵

器
の

原
料

と
な
る
兵

器
級

核
物

質
の

生
産

を
停

止
す
る
新

条
約

（
カ
ッ
ト
オ
フ
条
約

）
交

渉
の

妥
結

を
目
指

す
。

国
際

的
な
核

査
察

体
制

を
強

化
す
る
の

に
加

え
て
、
北

朝
鮮

や
イ
ラ
ン
の

よ
う
な
ル

ー
ル

違
反

の
国

へ
の

対
応

と
し
て
、
国

連
安

保
理

に
自

動
的

に
付

託
す
る
措
置

な
ど
、
罰
則

強
化

に
取

り
組

7

保
理

に
自

動
的

に
付

託
す
る
措
置

な
ど
、
罰
則

強
化

に
取

り
組

む
。

４
年

以
内

に
世

界
中

の
核

物
質

防
護

体
制

を
確
立

す
る
。

核
の

闇
市

場
の

撲
滅

に
向

け
て
、
核

管
理

に
関

す
る
首

脳
級

の
国

際
会

議
を
１
年

以
内

に
主

催
す
る
。

オ
バ
マ
大

統
領

カ
イ
ロ
大
学

で
の

演
説

（
20

09
年

6月
）

核
兵

器
に
関

す
る
限

り
、
私

た
ち
が

重
大

な
局

面
に
達

し
て

る
と
は

す
べ

関
係

者
と

明
ら
か

す
い
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の

関
係

者
に
と
っ
て
明

ら
か

で
す
。
こ

れ
は

、
単

に
米

国
の

利
害

だ
け
の
問

題
で
は

あ
り
ま
せ

ん
。

こ
の

地
域

と
世

界
全
体

を
極
め
て
危

険
な
道
へ

と
導

く
可

能
性

の
あ
る
、
中

東
に
お
け
る
核

兵
器

開
発

競
争

の
防

止
、
と

い
う
問

題
な
の

で
す
。

私
は
、
あ
る
兵
器
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
持
つ
国
と

持
た
な
い
国
が
あ
る
こ
と
に
抗
議
す
る
人
々
の
意

見
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

ど
の
国
家
が

8

見
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
の
国
家
が

核
兵
器
を
持
つ
か
と
い
う
こ
と
を
、
ひ
と
つ
の
国
家

が
決

め
る
べ

き
で
は

あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か

ら
こ
そ

私
は
、
核
兵
器
保
有
国
の
な
い
世
界
を
追
求
す

る
と
い
う
米
国

の
約
束
を
改
め
て
強

く
明
言
し
た

の
で
す
。
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核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
声
の

新
た
な
広
が
り
①

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー

シ
ュ
ル
ツ

ペ
リ
ー

ナ
ン
４
氏

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
、
シ
ュ
ル
ツ
、
ペ
リ
ー
、
ナ
ン
４
氏

に
よ
る
「
核

兵
器

の
な
い
世

界
へ

」
の

呼
び
か
け

（
20

07
年
１
月
、

20
08

年
１
月
）

潘
基

文
（
パ

ン
・
ギ
ム
ン
）
国

連
事

務
総

長
の
講

演
「
国
連
と
核
兵
器
の
な
い
世
界
に
お
け
る
安
全

保
障
」
（
20

08
年

10
月

）

9

保
障
」
（
20

08
年

10
月

）

バ
ラ
ク
・
オ
バ

マ
大

統
領

の
選

挙
公

約

「
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ゼ
ロ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

開
始

核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
声
の

新
た
な
広
が
り
②

そ
の
他

に
も
続

々
と
・
・
・

そ
の
他

に
も
続

々
と

ノ
ル

ウ
ェ
ー
外
務

省
「
オ
ス
ロ
核
軍
縮

会
議

」を
開

催
（
20

08
年

2月
）
―
核

兵
器

の
な
い
世
界

の
実
現

を
「自

国
の
優
先

課
題
に
」
。

英
国

の
外
相

・
国
防
相
経

験
者

4氏
の
提
言
（
20

08
年

6
月
）
―
「
す
べ
て
の
核
保
有
国
が
核
軍
縮
の
義
務
」

10

イ
タ
リ
ア
の

ダ
レ
ー
マ
元

首
相
ら

5氏
「核

兵
器
の
な
い

世
界
を
め
ざ
し
て
」
の
共
同
ア
ピ
ー
ル
（
20

08
年

7月
）
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
・
日

本
政

府
「
核
不

拡
散
・
核

軍
縮
に
関
す
る
国
際
委
員
会
」
創
設
（2

00
8年

9月
）。

核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
声
の

新
た
な
広
が
り
③

イ
ギ
リ
ス
の

元
陸

軍
元

帥
ら
が
「
核

抑
止

力
は

必
要

な
い
」
と
の

イ
ギ
リ
ス
の

元
陸

軍
元

帥
ら
が

核
抑

止
力
は

必
要

な
い
」
と
の

共
同

声
明

（
20

09
年

1月
）
。

ド
イ
ツ
の

シ
ュ
ミ
ッ
ト
元

首
相

、
ワ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
元

大
統

領
ら
４
氏

が
論

文
「
核

兵
器

の
な
い
世

界
に
向

け
て

ド
イ
ツ
の

見
解

」
を

発
表

（
2

00
9
年

1月
）
。

オ
バ

マ
大

統
領

就
任
演

説
―
「
核
兵

器
の

脅
威

を
低
減

す
る
た

め
不

断
に
努

力
す
る
」

イ
ギ
リ
ス
の

ミ
リ
バ
ン
ド
外
相

、
「
核
の

影
を
取
り
去

る
―
核

兵
器

11

イ
ギ
リ

の
ミ
リ

ン
ド
外
相

、
核
の

影
を
取
り
去

る
核

兵
器

廃
絶

へ
の

条
件

づ
く
り
」
と
題
す
る
英
外

務
省

の
政

策
文

書
を
発

表
（
2

0
0

9
年

2月
）
。

オ
バ

マ
大

統
領

、
プ
ラ
ハ

の
演

説
で
「
核

兵
器

の
な
い

世
界

」
へ

の
新

構
想

を
表

明
（
2

00
9
年

４
月

）
。

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
ら

４
氏

の
よ
び
か

け
①

20
07

年
1月

、
20

08
年

1月
の

２
度

に
わ

た
り
、

20
07

年
1月

、
20

08
年

1月
の

度
に
わ

た
り
、

ウ
ォ
ー
ル

・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル

誌
に
掲

載

「
核

兵
器

の
な
い
世

界
へ

」
と
呼

び
か

け

ヘ
ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
（
ニ
ク
ソ
ン
、
フ
ォ
ー
ド

政
権

時
の

国
務

長
官

）

ジ
ョ
ー
ジ
・
シ
ュ
ル

ツ
（
レ
ー
ガ
ン
政

権
時

の
国
務

長
官

）

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
リ
ー
（
ク
リ
ン
ト
ン
政

権
時

国
防

長
官

）

12

官
）

サ
ム
・
ナ
ン
（
元

上
院

軍
事

委
員
会

委
員

長
）

ゴ
ル

バ
チ
ョ
フ
元
ソ
連

大
統

領
、
ベ
ケ
ッ
ト
元
英

国
外

相
ら
、
数

多
く
の

政
治

家
た
ち
に
よ
る
賛

同

3



キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
ら

４
氏

の
よ
び
か

け
②

核
兵

器
と
核

の
ノ
ウ
ハ
ウ

核
物
質
は
加

速
度

的
に
拡

核
兵

器
と
核

の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
核
物
質
は
加

速
度

的
に
拡

散
し
、
引
き
返
す
こ
と
が
不
可
能
な
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い

る
。
わ

れ
わ

れ
は
、
こ
れ
ま
で
発
明

さ
れ
た
最

も
破

壊
的

な
兵
器
が
危
険
な
者
た
ち
の
手
に
落
ち
る
と
い
う
現
実

の
可

能
性

に
直

面
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
脅
威
に
対
処

す
る
た
め
に
、
現
在
わ
れ
わ

れ
が
と
っ
て
い
る
措
置
は
、
そ
の
危
険
に
見
合
っ
た
も
の
に

な
て
い
な
い

13

な
っ
て
い
な
い
。

核
兵
器
が
ま
す
ま
す
広
範
囲

に
入

手
可

能
と
な
る
な
か

で
、
抑
止
力
の
有
効
性
は
ま
す
ま
す
低
下

す
る
一
方
で

危
険
性
は
増
大
し
て
い
る
。

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
ら

４
氏

の
よ
び
か

け
③

わ
れ

わ
れ
は

核
兵
器
へ
の
依
存
を
低
減
し

核
兵
器

わ
れ

わ
れ
は

核
兵
器
へ
の
依
存
を
低
減
し
、
核
兵
器

が
拡

散
し
て
危

険
な
者

た
ち
の

手
に
落
ち
る
こ
と
を
防

ぎ
、
世
界
の
脅
威
で
あ
る
核
兵

器
を
最
終

的
に
な
く
す

た
め
の
全
地
球
的
な
努
力
を
お
こ
な
う
よ
う
呼
び
か
け

た
。

こ
の

1年
間

に
こ
れ

ら
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に

14

こ
の

1年
間

に
、
こ
れ

ら
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に

示
さ
れ
た
関
心
と
勢
い
、
そ
し
て
政
治
的
空
間
の
広
が

り
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
、
世
界
中
の
人
々
か
ら

力
強
く
積
極
的
な
反
応

が
寄
せ

ら
れ
た
。

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
ら

４
氏

の
よ
び
か

け
④

世
界

の
核

弾
頭

の
95

%
近

く
を
保

有
し
て
い
る
米
国

と
ロ
シ
ア

世
界

の
核

弾
頭

の
95

%
近

く
を
保

有
し
て
い
る
米
国

と
シ
ア

は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
す
る
特

別
な
責

任
、
義

務
、
そ
し
て

経
験

が
あ
る
。

米
国

と
ロ
シ
ア
に
よ
る
こ
れ

ら
の

ス
テ
ッ
プ
と
並

行
し
て
、
非

核
保

有
国

も
核

保
有

国
も
含

む
国

際
的

な
規

模
で
幅

広
い
対

話
が

行
わ

れ
る
べ

き
で
あ
る
。

中
心

的
な
議

題
に
は

、
核

兵
器

の
な
い
世

界
に
向

け
た
目

標
を
、

諸
国

間
に
よ
る
実

際
的

な
事

業
へ

と
変
え
る
こ
と
が

含
ま
れ

る
。

れ
は

優
先

課
題

に
か

ん
す
る
国

際
的

な
セ

サ
を
築

15

こ
れ

は
、
優

先
課

題
に
か

ん
す
る
国

際
的

な
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
築

く
と
い
う
必

要
な
政

治
的

意
志

を
示

す
こ
と
に
よ
っ
て
行

わ
れ

る
。

わ
れ

わ
れ

の
最
終

的
な
目

標
を
明

確
に
宣
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

前
進

が
促

進
さ
れ

ね
ば

な
ら
な
い
。
ゼ
ロ
に
近

づ
く
ビ
ジ
ョ
ン
が

な
け
れ

ば
、
下

方
へ

の
螺

旋
に
歯
止

め
を
か
け
る
の
に
不

可
欠

な
協

調
は

得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ゼ
ロ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
①

20
08

年
12

月
9日

、
世
界
の
有
識
者
お
よ
そ

10
0人

が

16

年
月

、
世
界

有
識
者
お
よ
そ

人
フ
ラ
ン
ス
の
首
都
パ
リ
で
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ゼ
ロ
」
を
宣
言

核
兵
器
廃
絶
を
目
指

す
新
た
な
運
動
「
グ
ロ
ー
バ
ル

ゼ
ロ
（
G

lo
ba

l Z
er

o）
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
開
始
さ
れ
る
。

4



グ
ロ
ー
バ
ル
ゼ
ロ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
②

旧
ソ
連
の

ゴ
ル

バ
チ
ョ
フ
元
大
統
領
や

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

カ
ー
ル

・
旧
ソ
連
の

ル
チ
ョ

元
大
統
領
や

ウ
デ
ン
の

カ
ル

ビ
ル
ト
外
相
、
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
元
米
大
統
領
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
氏
、
南
ア
フ
リ
カ

の
ノ
ー
ベ
ル

平
和

賞
受

賞
者

デ
ズ
モ
ン
ド
・
ツ
ツ
元
大

司
教
、
ア
ラ

ブ
連

盟
の

ア
ム
ル

・
ム
ー
サ

事
務

局
長

ら
が
署

名
テ
ロ
や
核
拡
散
の
脅
威
が
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
る
が
、
核
を
求

め
る
テ
ロ
リ
ス
ト
を
説
得
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
核
兵

器
そ
の
も
の
を
廃
絶
し
て
い
く
し
か
な
い
。

段
階

を
踏

ん
で
核
廃
絶

を
目
指
す

ま
ず
は
全
核
兵
器
の

96
％

17

段
階

を
踏

ん
で
核
廃
絶

を
目
指
す
。
ま
ず
は
全
核
兵
器
の

96
％

を
保
有
す
る
米
ロ
交
渉
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
米
国
と
ロ
シ
ア
の

パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
の
確
立
が
最
重
要
課
題
と
な
る
。
同
時
に
、
検

証
シ
ス
テ
ム
の

確
立

と
核

燃
料

サ
イ
ク
ル

の
国
際

管
理
も
す
す

め
て
い
く
。

20
10

年
2月

に
世
界
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ゼ
ロ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
③

「
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ゼ
ロ
行

動
計

画
」
の

提
「
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ゼ
ロ
行

動
計

画
」
の

提
案

（
20

09
年
７
月
）

―
米
露
の

2国
間
交

渉
に
よ
る
削
減
を
す
す
め
な
が

ら
、

国
際
的
な
枠
組
み
で
、
全
核
保

有
国

が
備

蓄
を
段
階

的
に
ゼ
ロ
に

―
核
兵
器
廃
絶
協
定
締
結
に
向
け
た
交
渉
の
開
始
と

各
国

批
准

を
期
限
を
切

進
め
る

18

各
国

の
批
准

を
期
限
を
切

っ
て
進
め
る

―
最

終
的
に
は

20
30

年
ま
で
に
核
兵
器
を
全
廃
そ
の

後
も
新
た
な
核
開
発
を
防
ぐ
た
め
の
検
証
・
管
理
シ
ス

テ
ム
を
維

持

オ
バ
マ
大
統
領
の

プ
ラ
ハ

演
説

を
う
け
て
①

米
露

首
脳

「
核

兵
器

の
な
い
世

界
に
向

け
て
努
力

す
る
」
こ
と
で

米
露

首
脳

「
核

兵
器

の
な
い
世

界
に
向

け
て
努
力

す
る
」
こ
と
で

一
致

（
2

00
9
年

4月
）

メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
露

大
統

領
の

逆
提

案
（
20

09
年

4月
）

①
核

兵
器

の
宇

宙
空

間
へ

の
配

備
禁

止
②

核
兵

器
削

減
分

を
通

常
兵

器
で
穴

埋
め
し
な
い
こ
と

③
削

減
し
た
核

兵
器

の
破

壊
な
ど

米
露

間
で
新

核
兵

器
削

減
交

渉
開

始
（
20

09
年

4月
）

米
「
核

態
勢

の
見

直
し
（
N

P
R
）
」
「
国
防

計
画

の
見

直
し

（
Q

D
R
）
」
の

更
新

に
着
手

19

（
Q

D
R
）
」
の

更
新

に
着
手

欧
州

議
会

の
欧

州
理

事
会

（
EU

首
脳

会
議

）
へ

の
勧
告

（
20

09
年

4
月

）
「
核

兵
器

禁
止

条
約

の
提

案
に
あ
る
よ
う
に
最

終
的

な
完

全
核

軍
縮

と
い
う
目

標
を
約

束
す
る
こ
と
」

オ
バ
マ
大
統
領
の

プ
ラ
ハ

演
説

を
う
け
て
②

G
8ラ

ク
イ
ラ
・
サ

ミ
ッ
ト
「
不
拡
散
に
関
す
る
声
明
」

G
8ラ

ク
イ
ラ
・
サ

ミ
ッ
ト
「
不
拡
散
に
関
す
る
声
明
」

（
20

09
年
７
月
）

―
「
核
不
拡
散
条
約
（Ｎ

Ｐ
Ｔ
）
に
基
づ
い
て
核
兵
器
の
な

い
世
界
へ
向
け
た
諸
条
件
を
つ
く
る
こ
と
を
約
束
す
る
」

―
「
す
べ
て
の
国
に
対
し
、
い
っ
そ
う
の
透
明
性
を
も
っ
て

核
軍

縮
措
置

を
取
る
よ
う
求
め
る
」

20

核
軍

縮
措
置

を
取
る
よ
う
求
め
る
」

核
不
拡
散
措
置
を
協
議
す
る
「世

界
核

安
全

保
障
サ

ミ
ッ
ト
」
を

20
10

年
3月

に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
へ

5



オ
バ
マ
大
統
領
の

プ
ラ
ハ

演
説

を
う
け
て
③

国
連

安
全

保
障

理
事

会
首

国
連

安
全

保
障

理
事

会
首

脳
級

特
別

会
合

（=
安
保

理
「
核
軍
縮
」
サ
ミ
ッ
ト
）

(2
00

9年
9月

)
オ
バ
マ
大
統
領
が
議
長
と

し
て
会

議
を
主

宰

「
安

保
理

決
議

18
87

を
核

21

「
安

保
理

決
議

18
87

」
を
核

保
有

５
カ
国

（
=
常

任
理

事
国

）
を
含

む
15

カ
国
全
会

一
致

で
採

択

オ
バ
マ
大
統
領
に

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
授
与
へ

22

第
64

回
国
連
総
会
の
諸
決
議
は

…
決

議
名

賛
成

反
対

棄
権

米
ロ

英
仏

中
印

パ
日

核
兵

器
全

面
禁

止
に
向

け
た
新

た
な

決
意

（
日

本
案

）
17

1
2

8
○

○
○

△
△

●
△

○

20
00

年
N

PT
再
検
討
会
議
軍
縮
義
務

10
9

56
10

●
●

●
●

△
△

△
●

核
の

危
険

の
除

去
11

5
50

14
●

△
●

●
△

○
○

△

核
兵
器
使
用
禁
止
条
約
（
非
同
盟
）

11
6

50
12

●
△

●
●

○
○

○
△

非
核

保
有

国
へ

の
安

全
保
障

11
8

0
58

△
△

△
△

○
○

○
○

23

核
軍
縮
（
非
同
盟
）

11
1

45
19

●
△

●
●

○
△

△
△

核
軍

縮
の

約
束

実
施

の
加

速
化

（
新

ア
ジ
ェ
ン
ダ
）

16
9

5
5

●
○

△
●

○
●

△
○

包
括

的
核

実
験

禁
止

条
約

17
5

1
3

○
○

○
○

○
●

○
○

カ
ッ
ト
オ
フ
条

約
交

渉
開

始
（
カ
ナ
ダ
）

全
会

0
0

○
○

○
○

○
○

○
○

支
配
層
の
間
に
広
が
る

「
核
拡
散
」
と
「
核
テ
ロ
」
へ
の
恐
怖

新
し
い
動
き
に
共
通

す
る
の

は
「
核
拡
散

」
と

新
し
い
動
き
に
共
通

す
る
の

は
、
「
核
拡
散

」
と

「
核

テ
ロ
」
へ

の
恐

怖

テ
ロ
や

核
拡

散
の

脅
威

が
世

界
中

に
広

が
っ
て
い
る
が

、
核

を
求

め
る
テ
ロ
リ
ス
ト

を
説

得
す
る
こ
と
は

困
難

で
あ
る
。
よ
っ
て
、 24

核
兵

器
そ
の

も
の

を
廃

絶
し
て
い
く
し
か

な
い
（
←

「
グ
ロ
ー
バ

ル
ゼ
ロ
の

W
eb

サ
イ

ト
」
）
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「
テ
ロ
と
拡
散
」
に
対
す
る

唯
一
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
は
？

ブ
ッ
シ
ュ
・
ド
ク
ト
リ
ン

ブ
ッ
シ
ュ

ド
ク
ト
リ
ン

「
テ
ロ
と
拡

散
」
に
対

し
て
「
核
兵

器
使

用
も
含

む
先

制
攻

撃
」
も
辞

さ
ず
。

原
水

爆
禁

止
世

界
大

会
「
国

際
会

議
宣

言
」

25

会
議

宣
言

」

「
テ
ロ
と
拡

散
」
に
対

す
る
唯

一
有

効
な
対

案
は

核
兵

器
廃

絶
で

あ
る
。

私
た
ち
の
原
点
を
再
確
認
し
つ
つ

「
４
氏
の

呼
び
か
け
」
か
ら
「グ

ロ
ー
バ
ル
ゼ
ロ
」
に
い
た

「
４
氏
の

呼
び
か
け
」
か
ら
「グ

ロ
バ
ル
ゼ
ロ
」
に
い
た

る
新

し
い
動

き
は
、
「
ふ
た
た
び
被
爆
者

を
つ
く
る
な
！
」

の
被
爆
者
の
叫
び
と
必
ず
し
も
思
い
を
ひ
と
つ
に
す
る
も

の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
為
政
者
た
ち
の
現
実

主
義
的

選
択

。
被
爆
者

の
崇
高
な
願
い
へ
の
共
感
で
は
な
い
。

し
か

し
、
原
水
爆

禁
止
世

界
大

会
が
提
起
し
た
思
想
の

26

し
か

し
、
原
水
爆

禁
世
界
大

会
が
提
起
し
た
思
想
の

優
位
性
を
、
彼
ら
と
て
も
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と

の
証
し
で
も
あ
る
。

私
た
ち
の
原
点
（
「被

爆
者
の
願
い
」
）を

再
確
認
し
つ
つ
、

彼
ら
と
も
力
を
合
わ
せ
、
「核

兵
器
の
な
い
世
界
」へ

。

こ
の
情
勢
を
切
り
拓
い
て
き
た

世
界
諸
国
民
の
運
動
の
力

イ
ラ
ク
戦

争
の

開
戦
に
反
対
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の

数
１

イ
ラ
ク
戦

争
の

開
戦
に
反
対
し
た
ヨ

ロ
ッ
パ
で
の

数
１

０
０
万
規
模
の
反
戦
デ
モ
の
運
動
が
な
か
っ
た
ら
・・
・

「
ふ
た
た
び
被
爆
者
を
つ
く
ら
せ
る
な
」「
核
兵
器
を
な
く

せ
」
の
被
爆
者
の
叫
び
と
、
そ
れ
を
世
界
に
広
げ
て
き
た

原
水
爆
禁
止
運
動
が
な
か
っ
た
ら
・・
・

反
戦

平
和

、
反

核
平

和
、
反
貧

困
、
黒
人

の
公

民
権

、
自

由
と
平

等
を
求
め
る
ア
メ
リ
カ
市
民
の
運

動
が
な
か
っ 27

自
由
と
平

等
を
求
め
る
ア

リ
カ
市
民
の
運

動
が
な
か

た
ら
・
・
・

果
た
し
て
オ
バ
マ
大
統
領
は
誕
生
し
た
だ
ろ
う
か
？

そ
し
て
プ
ラ
ハ
で
の
演
説
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
？

「
核
抑
止
力
」
論
は

も
は
や
時
代
遅
れ
に
①

「
核

抑
止

力
」
論
―
核

兵
器

は
戦

争
を

核
抑

止
力

」
論

核
兵

器
は
戦

争
を

「
抑

止
」
す
る
た
め
に
あ
る
と
す
る
議

論 サ
ッ
チ
ャ
ー
元

英
首

相
―
「
我
々

が
望

む
の

は
核

兵
器

の
な
い
世

界
な
ど
で

は
な
く
、
戦

争
の

な
い
世

界
な
の

だ
」

（
１
９
８
７
年

）
実

際
に
は

、
核
兵

器
に
よ
る
威

嚇
と

脅
迫

28

脅
迫

ブ
ッ
シ
ュ
・
ド
ク
ト
リ
ン
の
「
テ
ロ
と

拡
散

」
に
対

す
る
予
防

的
先

制
攻

撃
政

策
は

、
究
極

の
「
核
抑

止
力

」
論

7



「
核
抑
止
力
」
論
は

も
は
や
時
代
遅
れ
に
②

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
ら
４
氏

の
よ
び
か

け
―
「
核
兵
器
が
ま

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ

ら
４
氏

の
よ
び
か

け
「
核
兵
器
が
ま

す
ま
す
広
範
囲
に
入
手
可
能
と
な
る
な
か
で
、
抑
止
力

の
有
効
性
は
ま
す
ま
す
低
下
す
る
一

方
で
危
険

性
は

増
大

し
て
い
る
」

「
核
抑
止
力
」
論
は
も
は
や
時
代
遅
れ
に

加
え
て
、
イ
ラ
ク
戦

争
の
失

敗

29

も
は
や
世
界
は
「
核
抑
止
力
」
を
含
む
強
大
な
軍

事
力
に
よ
っ
て
、
支
配
で
き
る
時
代
で
は
な
い

北
朝
鮮
の
核
実
験
に
対
し
て
も

…

北
朝

鮮
の

核
実

験
は

「
核

兵
器

の
な
い

北
朝

鮮
の

核
実

験
は

「
核

兵
器

の
な
い

世
界

」
へ

の
挑

戦

「
北

の
核

」
に
対

し
て
、
「
拡

大
抑

止
（
核

の
傘

）
」
を
求

め
る
日

本
政

府
と
韓

国
政

府

30

「
テ
ロ
と
拡

散
」
へ

の
唯

一
有

効
は

オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ブ
は

核
兵

器
廃

絶

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
へ
の
国

際
社
会
の
決
意
が
問
わ
れ
て
い
る

「
核

兵
器

の
な
い
世

界
」
を

喜
べ
ぬ
唯
一
の
被
爆
国

４
氏

の
呼

び
か

け
人

の
一

人
ペ

４
氏

の
呼

び
か

け
人

の
人
ペ

リ
ー
氏

に
迫

っ
た
日

本
政

府
高
官

ア
メ
リ
カ
が

「
核

兵
器

の
な
い
世

界
」
を
掲

げ
「
核
の

傘
」
を
提

供
し
な

い
な
ら

…

日
本

は
N

PT
（
核
不
拡
散
条

約
）
を
脱

退
し
、
核

武
装
す
る

31

約
）
を
脱

退
し
、
核

武
装
す
る

こ
と
に
な
る

!!
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
を
め
ざ
す

ア
メ
リ
カ
を
独
自
核
武
装
を
チ
ラ
つ

か
せ
て
脅
迫
す
る
被
爆
国

オ
バ
マ
大
統
領
の
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」

の
足
を
引

っ
張

る
被

爆
国
政

府
？

「
核

態
勢

の
見

直
し

(N
PR

)」
の
更
新
作

業
を
め
ぐ
る
抵

「
核

態
勢

の
見

直
し

(N
PR

)」
の
更
新
作

業
を
め
ぐ
る
抵

抗
勢

力
と
日

本
政
府
の
結

託
が
明
ら
か
に

!!
退
役
予
定
の
核
ト
マ
ホ
ー
ク
の
維
持
を
要
請
す
る
日
本

政
府

同
盟
国
の
要
請
を
口
実
に
「
核
の
傘
」
の
維
持
の
必
要

性
を
主

張
す
る
抵
抗
勢
力

32

「
核
抑
止
力
」
論
と
そ
れ
に
基
づ
く
「
核
の
傘
」
（核

抑
止

力
を
含
む
「
拡
大
抑
止
」
）
政
策
の
打
破
が
急
務

8



政
権

交
代

と
鳩
山
新
首
相
の
外
交
デ
ビ
ュ
ー

唯
の

被
爆

国
と
し
て
の

唯
一
の

被
爆

国
と
し
て
の

道
義

的
責

任

「
非

核
三

原
則

」
の

堅
持

を
誓

約

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
の

構
想

の
共

鳴

33

構
想
へ

の
共

鳴

核
軍

縮
・
核

不
拡

散
を
主

導
す
る
積

極
外

交
の

展
開

政
権
交
代
を
も
た
ら
し
た
力
は

…

自
民

党
政
治

に
対

す
る
国
民

の
怒
り

自
民

党
政
治

に
対

す
る
国
民

の
怒
り

予
想
以
上
の
大
勝
に
戸
惑
う
鳩
山
民
主
党

自
民

党
政

治
と
の

違
い
を
強

調
す
る
必

要

国
民

を
裏

切
る
こ
と
へ

の
恐

怖

34

「
核
密

約
」
の

調
査
→

発
見
、
検
証
、
公
表
へ

普
天

間
基
地

の
県
外
・
国
外

移
転

の
「
公
約
」

「
核
密
約
」
つ
い
に
発
見
①

外
務

省
「
内

部
調

査
」
結

果
（
09

/1
2/

10
）

外
務

省
「
内

部
調

査
」
結

果
（
09

/1
2/

10
）

日
米
安
保
条
約
改
定
時
の
核
持
ち
込
み
密
約

⇒
根
拠
と
さ
れ
る
「
討
論
記
録
」
の
草
案
を

発
見

。
朝

鮮
半

島
有

事
の

際
の

戦
闘

作
戦

行
動
密

⇒
根

拠
と
さ
れ

る
「
議

事
録

」を
発

見
。

35

根
拠

さ
れ

る
議

事
録

」を
発

見
。

沖
縄
返
還
時
の
有
事
核
持
ち
込
み
密
約

⇒
根
拠
文
書
は
見
つ
か
ら
ず
。

沖
縄
返
還
時
の
補
償
費
肩
代
わ
り
密
約

⇒
根
拠
文
書
は
見
つ
か
ら
ず
。

「
核
密
約
」
つ
い
に
発
見
②

そ
の

後
の

調
査

で
そ
の

後
の

調
査

で
…

沖
縄

返
還

時
の

有
事

核
持

ち
込

み

密
約 ⇒
佐

藤
栄

作
元

首
相
邸

で
「
合
意

議
事

録
」
の

原
本

発
（
12

/2
2）

さ
ら
に

…

36

さ
ら
に

…
空

母
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の

横
須

賀
配

備

時
の

密
約

⇒
外

務
省

内
部

調
査
で
発
見

（
12

/2
7）
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発
見

さ
れ

た
「
密

約
」
①

藤
山

外
相
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
使
「討

論
記

録
」

藤
山

外
相
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
使
「討

論
記

録
」

「
（
事
前
協
議
は
）
米
軍
用
機
の
飛
来
、
米
艦
船
の

日
本
領
海
や
港
湾
へ
の
立
ち
入
り
に
関
す
る
現
行

の
手
続
き
に
影
響
を
与
え
な
い
」

藤
山
外
相
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
使
「議

事
録
」

37

「
在
日
米
軍
が
国
連
軍
司
令
部
の
下
で
直
ち
に
必

要
と
さ
れ
る
軍
事
作
戦
に
、
日
本
が

施
設

な
ど
の
使

用
を
許
可
す
る
」

発
見

さ
れ

た
「
密

約
」
②

佐
藤

・
ニ
ク
ソ
ン
首
脳
会

談
「
合

意
議
事

録
」

佐
藤

ニ
ク
ソ
ン
首
脳
会

談
「
合

意
議
事

録
」

（
69

/1
1/

19
）

米
国

側
―
「
日

本
を
含

む
極

東
諸

国
防

衛
の
た
め
、
重

大
な
緊

急
事
態
が
生
じ
た
際
は
、
日
本
と
事
前
協
議
を
行
っ
た
う
え
で
、
核
兵

器
を
沖
縄
に
再
び
持
ち
込
む
こ
と
、
及
び
沖
縄
を
通
過
す
る
権
利
が

認
め
ら
れ

る
こ
と
を
必

要
と
す
る
。
米
国

政
府
は

好
意
的

回
答
を
期

待
す
る
」

「
米
国
政

府
は
重
大

な
緊

急
事
態
に
備

え
、
沖
縄
に
現
存
す
る
核

38

米
国
政

府
は
重
大

な
緊

急
事
態
に
備

え
、
沖
縄
に
現
存
す
る
核

兵
器

の
貯

蔵
地

、
す
な
わ

ち
嘉

手
納
、
那

覇
、
辺
野

古
、
及

び
ナ
イ

キ
・
ハ
ー
キ
ュ
リ
ー
ズ
基
地
を
い
つ
で
も
使
用
で
き
る
状
態
に
維
持
し

て
お
く
必

要
が
あ
る
」

日
本

側
―
「
そ
う
し
た
事
前
協
議
が
あ
れ
ば
、
遅
滞
な
く
そ
の
要
求

に
応

え
る
」

発
見

さ
れ

た
「
密

約
」
③

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
配

備
に
先
立

ミ
ッ
ド
ウ
ェ

配
備
に
先
立

つ
19

72
年
の
会
談
で
の

大
平

外
相

・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
国

務
次

官
の

「
合

意
」
内

容
を

示
す
文

書
―
母

港
化
し
た
空

母
等
の
核
兵

39

母
港

化
し
た
空

母
等
の
核
兵

器
を
搭
載
し
た
寄
港
は
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
（
一
時
立
寄
り
）の

部
類
と
し
て
、

事
前
協
議
の
対
象
と
し
な
い
。

―
米
政
府
の
立
場
を
日
本
政
府

は
受

け
入

れ
て
い
る
。

検
証
・
公
表
、
そ
し
て

…
有

識
者
委
員

会
（座

長
・
北
岡
伸
一
東
大
教
授

）が
検

有
識

者
委
員

会
（座

長
・
北
岡
伸

東
大
教
授
）が

検
証

⇒
1月

下
旬
を
め
ど
に
報
告
書
を
発
表
。

日
本
政
府
が
数
十
年
に
わ
た
っ
て
国
民
を
欺
き
続
け
て

き
た
こ
と
が

明
ら
か

に
。

し
か

し
、
問
題
は

公
表
後
ど
う
す
る
か
？

40

、
問
題

公
表
後

う
す
る

公
然
化
し
た
「
密
約
」
を
破
棄
へ
？

既
成

事
実

と
し
て
「非

核
2.

5原
則
」
化
へ
？

そ
の

時
、
「
非

核
三
原
則

」堅
持
の
国
際
公
約
は

…
？

10



日
米
同
盟
と
世
論
の
間
で

…

「
普

天
間

問
題
」
は

鳩
「
普

天
間

問
題
」
は

鳩
山

政
権

の
試

金
石

揺
れ
動
く
鳩
山
政
権

い
わ

ゆ
る
「
知

日
派

」
た

巻
き

41

ち
の

巻
き
返

し

日
米

同
盟

の
絶

対
視

か
ら
脱
却
で
き
る
か
？

こ
こ
で
も
問
題
は
「
抑
止
力
」
論

米
海

兵
隊
を
「
抑

止
力
」
だ
と
す
る
鳩
山
首

相
米

海
兵
隊
を
「
抑

止
力
」
だ
と
す
る
鳩
山
首

相
「
普

天
間

を
す
ぐ
に
閉

じ
る
、
本
来

な
ら
ば

そ
う
し
た
い
。
た
だ
、

日
米

安
保

、
抑

止
力

と
い
う
こ
と
を
考
え
た
と
き
に
、
代

替
地

が

見
つ
か

ら
な
い
限

り
、
閉

じ
て
お
し
ま
い
と
い
う
話

に
な
ら
な
い
」

（
衆

議
院

予
算

委
員

会
で
の

答
弁

）

第
３
海
兵
遠

征
軍

は
日

本
の
安
全

保
障
の
た
め

42

第
３
海
兵
遠

征
軍

は
日

本
の
安
全

保
障
の
た
め

の
「
抑
止
力
」
か
？
そ
れ
と
も
「
侵
略
力
」
か
？

そ
も
そ
も
「
抑
止
力
」
は
必
要
な
の
か
？

今
こ
そ
「
核
抑
止
力
」
論
と
「
核
の
傘
」

か
ら
の
脱
却
を

!!

「
唯

の
被

爆
国
と
し
て
の

「
唯

一
の

被
爆

国
と
し
て
の

道
義

的
責

任
」
、
「
核

兵
器

の
な
い
世

界
」
構

想
へ

の
共

鳴
を
言
う
の
な
ら

…

「
核

抑
止

力
」
論

と
「
核

の
傘

」

43

「
核

抑
止

力
」
論

と
「
核

の
傘

」
か
ら
の
脱
却
こ
そ
が
必
要

そ
の

と
き
日

米
同

盟
は

…

さ
ら
な
る
世

論
と
運

動
を

!!
「
核
兵

器
の
な
い
世

界
」
を
求
め
る
圧

倒
的

な
国

「
核
兵

器
の
な
い
世

界
」
を
求
め
る
圧

倒
的

な
国

民
世

論
を

!!
「
核

抑
止

力
」
論

と
「
核

の
傘

」
政

策
を
打

ち
破

る
世

論
と
運

動
を

!!
「
普
天
間
基
地
」
の
辺
野
古
移
設
を
許
さ
な
い
世

論
と
運
動
を

!!

44

論
と
運
動
を

!!
日
米
軍
事
同
盟
か
ら
の
脱
却
こ
そ
が
必
要
だ
と

い
う
世
論
の
構
築
を

!!

11



絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
は

20
10

年
N

PT
再
検
討
会
議

「
核

兵
器
の

な
い
世
界
」
を
求

め
る
新

し
い
動
き
の
広
が

「
核

兵
器
の

な
い
世
界
」
を
求

め
る
新

し
い
動
き
の
広
が

り
、
オ
バ
マ
新
大
統
領
の
就
任
に
よ
り
、

20
10

年
5月

の
「
N

PT
再

検
討

会
議
」
は
、
核
兵

器
廃

絶
へ

の
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
へ
。

し
か

し
問

題
は

、
核

兵
器

廃
絶

の
決
断

を
迫
る
諸

国
民

の
連
帯
し
た
行
動
。

新
際

「
戦
争

45

新
国
際

署
名
「
核
兵

器
の

な
い
世

界
を
」、

核
戦
争
防
止

国
際

医
師

の
会

（I
PP

N
W
）
提
唱

の
「
IC

AN
」
、
平

和
市

長
会
議
提
唱
の
「ヒ

ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
議
定
書
」
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
を
結
集
し
よ
う
。

N
PT

(核
不
拡

散
条

約
)と

は
？

1
9

6
8年

調
印

、
19

70
年

発
効

、
20

08
年

現
在

の
締

結
国

1
9

6
8年

調
印

、
19

70
年

発
効

、
20

08
年

現
在

の
締

結
国

1
9

0
か

国
。

未
加

盟
国
―
イ
ン
ド
、
パ

キ
ス
タ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル

「
核

兵
器

国
」
（
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
中

国
）

の
核

保
有

を
認

め
る
と
と
も
に
、
非

核
兵

器
国

の
核

保
有

を
禁

止
。

本
質

的
に
は

、
「
核
兵

器
国

」
の
特

権
を
認

め
る
不
平

等
条

約
。

た
だ
し
、
「
核

兵
器

国
」
に
も
「
誠
実

に
軍

縮
交

渉
を
行

な
う
義

務
」
。

46

た
だ
し
、

核
兵

器
国

」
に
も

誠
実

に
軍

縮
交

渉
を
行

な
う
義

務
」
。

1
9

9
5年

に
無

期
限

延
長

。

5
年

に
一

度
の

「
再

検
討

会
議

」
で
、
運

営
状

況
を
検

討
。

2
0

0
0年

以
来

、
「
再

検
討

会
議

」
が
核

兵
器

廃
絶

へ
の

重
要

な
政

治
舞

台
に
。

20
00

年
N

PT
再
検
討
会
議
の

「
明

確
な
約

束
」
①

19
95

年
の

N
PT

無
期

限
延

長
後

最
初
の

「
再

19
95

年
の

N
PT

無
期

限
延

長
後
、
最

初
の

「
再

検
討
会
議
」
で
の
波
乱
。

新
ア
ジ
ェ
ン
ダ
連
合
諸
国
、
非
同
盟
諸
国
の
奮

闘
。

非
核

兵
器

国
政

府
と
世

界
諸

国
民

の
連

帯
の
成

果

47

果
。

N
PT

再
検

討
会

議
は

核
兵

器
廃

絶
へ

の
重
要
な

政
治

舞
台

へ
。

20
00

年
N

PT
再
検
討
会
議
の

「
明

確
な
約

束
」
②

20
00

年
N

PT
再
検
討
会
議
最
終
文
書

20
00

年
N

PT
再
検
討
会
議
最
終
文
書

15
. 本

会
議

は
、
核

兵
器
不

拡
散

条
約

第
6条

お
よ
び

「
核
不
拡
散
お
よ
び
軍
縮
の
た
め
の
原
則
と
目
標
」
に

か
ん
す
る

19
95

年
決
定
の
第

3段
落
お
よ
び
第

4段
落

b
項

を
実

行
す
る
た
め
の
、
体
系

的
か

つ
漸
進

的
努
力
の

た
め
の
以
下
の
実
際
的
措
置
に
合
意
す
る
。

6 )
 第

6条
の
も
と
で
す
べ
て
の

締
約
国
が
責
任
を
負

う 48

)
第

条
も

す
締
約
国

責
任
を
負

う
核

軍
縮
（
nu

cl
ea

r 
di

sa
rm

am
en

t）
に
つ
な
が
る
、
自

国
核
兵
器
の
完
全
廃
絶
を
達
成
す
る
と
い
う
全
核
保
有

国
の

明
確

な
約
束

。

12



新
ア
ジ
ェ
ン
ダ
連
合
諸
国
、
非
同
盟

諸
国

の
政

府
と
と
も
に

新
ア
ジ
ェ
ン
ダ
連

合
（
N

ew
 A

ge
n

da
 C

oa
lit

io
n
）

g
核

兵
器

廃
絶

の
実

現
を
め
ざ
し
て
共

同
行

動
を
と
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル

、
メ
キ
シ
コ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
エ
ジ
プ
ト
、
南

ア
フ
リ
カ
の

非
核

保
有

国
７
カ
国

。
19

98
年

6月
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
、
「
核
兵

器
の
な
い
世

界
へ
―
新

た
な
課

題
（
新

ア
ジ
ェ
ン
ダ
）
の
必

要
性

」
と
い
う
共

同
宣

言
を
発

表
、
核

兵
器

廃
絶

に
む
け
て
新

た
な
行

動
を
開
始

。
近

年
、
原

水
爆

禁
止

世
界

大
会

に
も
多

く
の

政
府
代

表
が
参

加
。

非
同

盟
諸

国
19

61
年

ベ
オ
グ

ド
25

カ
国

参
加

第
1回

首
脳

会
議

を
開

催

49

19
61

年
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
で

25
カ
国

の
参

加
で
第

1回
首
脳

会
議

を
開

催
。

11
8カ

国
（
20

07
年

現
在

）
に
拡

大
。
平

和
、
開

発
、
貧

困
な
ど
の

課
題

で
、

国
際

政
治

に
お
い
て
重

要
な
役

割
を
果

た
す
。

原
水

爆
禁

止
世

界
大

会
に
は

歴
代

議
長

国
の

政
府
代

表
が

参
加

。
政

府
（
G

O
）
と
非

政
府

組
織

（
N

G
O
）
と
の

共
同
を
積
極

的
に
追

及
。

N
P

T再
検

討
会

議
に
お
け
る
「
明

確
な
約

束
」
の

実
現

に
大

き
な
役

割
を
果

た
す
。

核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
声
の

新
た
な
広
が
り
の
中
で

2
0

0
5年

再
検

討
会

議
は

、
ブ
ッ
シ
ュ
政

権
の

妨
害

で
、
見

る
べ

2
0

0
5年

再
検

討
会

議
は

、
ブ
ッ
シ
ュ
政

権
の

妨
害

で
、
見

る
べ

き
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
な
く
失

敗
。

し
か

し
「
明

確
な
約

束
」
は

死
文

化
し
て
は

い
な
い
。

「
核

兵
器

の
な
い
世

界
」
を
求

め
る
新
し
い
動

き
の

広
が

り
、
オ
バ

マ
新

大
統

領
の

就
任
に
よ
り
、

20
10

年
5月

の
「
N

P
T再

検
討

会
議

」
は

、
核

兵
器

廃
絶

へ
の

絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
へ

。

2
0

0
0年

再
検

討
会

議
の

「
明

確
な
約
束

」
を
再
確

認
し
、
「
核
兵

50

器
国

」
に
よ
る
誠
実

な
履
行

を
要
求

。

そ
の

た
め
の

具
体

的
で
実

効
あ
る
措

置
を
。

「
核

兵
器

国
」
の

政
治

的
決

断
こ
そ
が

鍵
を
握

る
。

20
09

年
５
月

再
検
討
会
議
準
備
会
合

オ
バ
マ
大
統
領
―
「
核
兵
器

の
な
い

オ
マ
大
統
領

核
兵
器

の
な
い

世
界
」
の
構
想
に
も
と
ず
く
メ
ッ
セ
ー

ジ 秋
葉
広
島
市
長
―
「
禎

子
の

鶴
」
を

手
に
”
オ
バ

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー

ob
am

aj
or

ity
”を

提
唱

田
上
長
崎
市
長
―
オ
バ
マ
大
統
領

の
ナ
ガ
サ

キ
訪

問
を
要

請

51

20
10

年
再

検
討

会
議

の
議

題
設

定
へ

ー
「
明

確
な

約
束

」
が

議
題

に

国
連
安
保
理
サ
ミ
ッ
ト
決
議
①

国
連
安

全
保
障
理
事

会
首

国
連
安

全
保
障
理
事

会
首

脳
級
特

別
会
合
（=

安
保

理
「
核
軍
縮
」
サ
ミ
ッ
ト
）

(2
00

9年
9月

)
オ
バ
マ
大
統
領
が
議
長
と

し
て
会

議
を
主

宰

「
安
保
理

決
議

18
87

を
核

52

「
安
保
理

決
議

18
87

」
を
核

保
有

５
カ
国

（
=
常

任
理
事

国
）
を
含

む
15

カ
国
全
会

一
致

で
採

択

13



国
連
安
保
理
サ
ミ
ッ
ト
決
議
②

「
核

兵
器
の
な
い
世

界
の
た

「
核

兵
器
の
な
い
世

界
の
た

め
の

諸
条

件
の

創
出

を
目
指

す
」
（
前

文
）

「
核

軍
備

削
減

と
核

軍
縮

に
関

す
る
実

効
的

措
置

と
、
全

53

般
的
完
全
軍
縮
条
約
に
つ
い

て
の
交
渉
を
誠
実
に
追
求
す

る
」
（
本

文
）

い
ま
こ
そ
核
兵
器
全
面
禁
止
条
約
へ

協
議

の
開

始
を

!!

問
題

は
核

兵
器
廃
絶
へ
の

政
治
的

決
断

問
題

は
核

兵
器
廃
絶
へ
の

政
治
的

決
断

そ
の
た
め
に
急
ぐ
べ
き
は
、
「
明
確
な
約
束
」
を

実
行

す
る
た
め
の

「
法

的
枠

組
み

」
の

設
定

核
兵
器
全
面
禁
止
条
約
へ
の
協

議
開
始
を

54

議
開
始
を

!!
同
時
に
「
核
抑
止
力
」
論
の
完
全
な
一
掃
を

!!

諸
国

民
の

運
動

と
圧
倒
的
な
世
論
の
力
こ
そ

問
題
は

核
兵

器
廃

絶
の

決
断
を
迫

る
諸

国
民
の
連

問
題
は

、
核

兵
器
廃

絶
の

決
断
を
迫

る
諸

国
民
の
連

帯
し
た
行
動
。

新
国
際
署
名
「核

兵
器
の
な
い
世
界
を
」、

核
戦
争
防
止

国
際

医
師

の
会

（I
PP

N
W
）
提
唱

の
「
IC

AN
」
、
平

和
市

長
会
議
提
唱
の
「ヒ

ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
議
定
書
」
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
を
結

集
し
よ
う
。

55

あ
ら
ゆ
る
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
を
結

集
し
よ
う
。

20
10

年
5月

国
連
本

部
を
圧
倒

的
な
世

論
の
力

で
包

囲
し
、
核
兵
器
に
し
が
み
つ
く
勢
力
を
孤
立

さ
せ
よ
う
。

潮
目
は
変
わ
っ
た

!!
20

08
年

世
界
の

「
潮
目
は
変
わ
っ
た
！

」
20

08
年

、
世

界
の

「
潮
目
は
変
わ
っ
た
！

」

ア
メ
リ
カ
型
市
場
万
能
主
義
の
決
定
的
破
綻
。

ブ
ッ
シ
ュ
政

権
の

退
場
。
オ
バ

マ
政
権
の

登
場

。

イ
ラ
ク
戦
争
の
失
敗
の
明
白
化
。

自
民

党
政
権

の
断
末
魔
⇒
政
権
交
代
へ
。

56

中
南
米
、
ア
ジ
ア
に
広
が
る
新
た
な
平
和
的
国
際
秩

序
の

試
み
。

日
本

で
も
始

ま
っ
た
反

貧
困
の
新
た
な
闘
い
。

14



遅
れ

て
き
た

21
世
紀
の
始
ま
り

20
00

年
ブ
ッ
シ
ュ
政

権
の
不

明
朗
な
誕
生

20
00

年
ブ
ッ
シ
ュ
政

権
の
不

明
朗
な
誕
生
。

20
01

年
9.

11
同
時
多
発
テ
ロ
。

19
97

年
京
都

議
定

書
、

19
99

年
「世

界
平

和
市
民
会

議
」
、

20
00

年
N

PT
再
検
討
会
議
、
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
サ

ミ
ッ
ト
な
ど
で
切
り
拓
か

れ
よ
う
と
し
て
い
た

21
世
紀
の

57

ッ
な

切
り
拓

れ
う

世
紀

新
た
な
世

界
の

到
来

は
、
遅
ら
さ
れ
た
。

遅
ら
さ
れ
た

21
世
紀

は
、
今
始

ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

20
10

年
こ
そ
真
の

21
世
紀
の
始
ま
り
の
年
に

!!

Ye
s,

 W
e 

Ca
n!

!
世

界
は
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

世
界

は
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

変
え
る
の

は
、
諸
国

民
の
連
帯

し
た
力

。

「
草
の
根
」
か
ら
の
圧
倒
的
な
世
論
の
力
で

!!
「
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
の
実
現

は
可
能
で
あ
る
」
（
原
水
爆
禁
止

20
07

年
世

界

58

大
会

「
国

際
会
議

宣
言
」
）

Ye
s,

 W
e 

Ca
n!

!
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【関連資料】 
 

 
 
 
 

 
 

出典：いずれも原水爆禁止 2009 年世界大会リーフレットより 
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（決議） 
「核兵器なき世界」の実現に向け、米国の「核の傘」からの離脱・平和外交の推進を求める 

 
 核兵器廃絶に向けて、世界は大きな転換点に立っている。国連安全保障理事会は 9 月 24 日、核不拡散と

核軍縮に関する首脳級会合において、「核兵器のない世界」を目指す決議を全会一致で採択した。 
 国連総会第１委員会に提出された核廃絶決議案には米国も共同提案国に加わり、10 月 29 日に過去最高の

170 カ国の賛成で採択された。また、核兵器廃絶を求め、核兵器の研究・開発・実験・製造に協力しないと

する「核兵器のない世界をめざす科学者」署名運動が、欧州の科学者・技術者から提起され国際的に取り組

まれている。このように，2009 年ノーベル平和賞受賞理由にあるように、現段階で、オバマ米国大統領の「核

なき世界の理念は、軍縮や軍備管理交渉に力強い刺激を与えた」。 
 しかし、米国内には依然として核兵器廃絶に対する強い抵抗もある。ロシアは、中期的には核戦力を維持

する方針を 5 月に発表し、核兵器先制使用の条件緩和も検討している。日本は、オバマ政権成立時に、自公

政権が日米軍事同盟の再編と「核の傘」の維持を米国に要請した。現在の鳩山首相は国連安全保障理事会に

おいて、核兵器廃絶に取り組み、非核３原則を堅持すると述べたが、核兵器の使用を前提とする「核の傘」

からの離脱については明言していない。このように、2010 年 5 月に開催される核不拡散条約再検討会議が核

兵器廃絶に向かう具体的交渉の出発点になるかどうかが大きな焦点になっているが、現在の情勢は、一路、

核兵器廃絶に向かっているとは言えない。 
 いまこそ私たちは、核兵器廃絶を具体化するために世論と運動を広げて、核抑止論と拡大核抑止論を、理

論的にも実践的にも包囲し、世界の科学者・技術者と連携して国際的な協力・共同を実現しよう。被爆国日

本は被爆者とともに、広島・長崎の被爆の実相を世界に伝え、核兵器の速やかな全面廃絶の実現に向け、イ

ニシアチブをとるべきである。 
 日米両国が、政治の転換への圧倒的な国民の期待を受けて、それぞれオバマ政権と民主党を中心とした政

権を生み出したにもかかわらず、日米の軍事同盟強化の路線は、旧態依然の状況である。 
 10 月 21 日に来日したゲーツ米国国防長官は、普天間飛行場移設を含む在日米軍再編に関して「普天間代

替施設なしでは（在沖海兵隊の）グアム移転はなく、沖縄の兵員縮小と（嘉手納以南の）基地返還もない」

と述べ、在日米軍基地の自由な使用を当然視して、辺野古への基地建設を脅迫的な手法で日本政府に迫った。

日本政府は、その後、米軍再編について「見直しの方向で臨む」とした与党３党の政策合意から大幅に後退

し、外相、防衛相などが普天間基地の沖縄県内移設容認を示唆する発言を行い、鳩山首相も 10 月 26 日の臨

時国会所信表明演説で、普天間飛行場移設に具体的に言及せず、日米合意「見直し」も表明しなかった。辺

野古の海兵隊新基地計画においては、この間、日本政府が否定するオスプレイ配備を米国が明示し、無法な

環境アセスメントの構造的欠陥もあらわにされた。日本政府が資金を提供して米国領のグアムに軍事基地を

建設する、という米軍基地再編の枠組み自体が憲法上説明のつかない不当なものである。沖縄基地全面返還

以外に真の問題解決がないことは明らかであり、普天間基地返還問題では、日本政府は、在日米軍海兵隊の

本国への全面撤退を求めるべきである。 
 日本政府は、対米核密約を破棄して非核３原則を守り、「核の傘」から厳然と離脱し、全面的な海外派兵態

勢を推し進める日米同盟の変革路線から決別し、米国原子力空母の配備中止、非核三原則の法制化、ミサイ

ル防衛からの離脱と GSOMIA や宇宙基本法などによる研究・開発の統制の中止、米軍再編への対応を前提

にした「防衛計画の大綱」の改定等自衛隊再編の全面見直しを進めるべきである。 
 外交においては、日本国憲法の擁護とそれに基づく積極的な平和政策を基盤とし、日米軍事同盟重視の軍

事的「貢献」から平和外交へと軸足を移し、特に東アジア地域における平和共存、信頼関係と協力関係の強

化、非核化を推進すべきである。核兵器使用の非人道性を米国など核保有国国民に伝え、オバマ大統領の述

べた「道義的責任」の意味を具体的に知らせることが求められる。 
 日本科学者会議は、核兵器問題に対する科学者・技術者の社会的責任と固有の役割を強く自覚し、2010
年核不拡散条約再検討会議の成功をめざして取組まれている「核兵器のない世界を」署名の推進など、平和

憲法擁護、核兵器廃絶などに尽力してきた団体として、核兵器廃絶と日本の「核の傘」からの脱却を実現す

る取り組みに力を合わせるよう、すべての科学者・市民、政府に訴えるものである。 
 

2009 年 11 月 1 日 
日本科学者会議常任幹事会 
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第67回憲法と平和を考えるつどい 

 

 

開催日：2010年2月11日 

テーマ：｢核兵器廃絶は可能か？ 

       －NPT再検討会議の展望と課題－｣  

講 師：冨田宏治氏（関西学院大学法学部教授） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参加者アンケートのまとめ 



○ 講演の感想 

■とても分かりやすく，面白く元気の出るお話でした．原水爆禁止世界大会の中心で支え，

活動されてきた先生ならではの具体的かつ説得力あるお話でした．世界大会しばらくご無

沙汰していましたが，また参加しようと思います．5月，NYに行きます．核勢力を孤立させ

るための国際連帯に参加できるのを楽しみにしています．（女34歳） 

■わかりやすいお話でした．沢田先生のこと，なつかしく，とても身近に聞かせてもらいま

した． (女62歳) 

■核兵器廃絶，戦争反対で世界の人々への働きかけが世論となり，道理となって前向きに進

んできたことに大きな確信が持てた．(男72歳) 

■スライドを使っての講演，わかりやすかったです．部分的に分かっていた内容を，私なり

に筋立てて理解でき，署名をとるときに元気にできそうです．（女58歳） 

■世界の核兵器廃絶の運動(考え)と私たちの求める運動は違っても，廃絶に向けての運動が

動いていることに確信を持ちました．ていねいで分かりやすいお話に感謝いたします．We 

can! 胸に落ちました．（女65歳） 

■資料がとてもわかりやすく，歯切れのよいお話でとても良くわかりました．草の根で私た

ちが頑張り時という思いを改めて強くしました．（女53歳） 

■常々思っています．｢報復｣すべからず．世界中に｢寛容｣の精神が広がることを願っていま

す．｢抑止力｣論を打ち破るキーワードだ．（男62歳） 

■世界の核兵器廃絶運動の中心で活動されてきた方ならではの，リアルな話で，大変勉強に

なりました．様々な｢決議｣の一言一句の重要性は良く理解できます．その起草にかかわっ

てこられていることの大変さが印象に残りました．（男59歳） 

■抑止論は，結局脅迫による支配で，これは日本国憲法の平和的生存権と一致しないという

話は，説得力があった．抑止力にこだわるオバマと鳩山政権にその政策を変えさせるのは，

我々の運動の如何であるという話も納得しました．（女69歳） 

■核廃絶の原点を学ばせてもらいました．改めて，確信を持って運動をすすめることができ

ます．（女60歳） 

■講演の表題の核兵器廃絶は可能かの学習内容を理解できた．（女69歳） 

■実践に裏付けられた素晴らしい話でした．（72歳） 

■今日のお話で，聞けないままでいたたくさんの疑問がたくさん解消した気がします．あり

がとうございました．とてもわかりやすいお話でした．（女58歳） 

■「抑止力」についての日米政府の問題が良く理解できました．（男74歳） 

■時期にあった講演で，よかった．運動の中で継続していく力を与えられた．丁寧な資料も

よかった．（女69歳） 

■世界の情勢，変遷について，理解しやすい話だった．我々は，横のつながりで，日米安保

同盟を変えさせ，まともな世界を，と．（男72歳） 

■実によくわかる講演でした．特に「抑止力」論が良くわかった．もっとたくさんの市民，

国民に聞いてほしい．今日の講演は，希望と勇気をもらいました．（男71歳） 

■よく分かり，毎月の核廃絶の署名も元気が出ます．講演を聞いても，よく忘れることがあ

りますが，講演レジュメ詳細は，大変参考になり，よいと思います．（女68歳） 

■核廃絶がムード的なものではなく，論理的裏付けと力強い全世界的な行動が，着実に行わ

れていることを知ることができ，有意義でした．（女72歳） 



■「抑止力」だと新田原基地を強化している．今日の話で，ばく然としていた「不安」の中

での平和はないと気付かされました．（男66歳） 

■非常に分かりやすく，核兵器廃絶について展望が持てました．核兵器廃絶運動の世界の動

きにあったすばらしい企画と思います．講師の方も適切です．特に，核抑止論についてよ

くわかりました．（男83歳） 

■大変すばらしい講演でした．（男66歳） 

■明快な倫理構成で，広く説得できる武器として心にしみました．（男78歳） 

■とてもタイミングの良い演題と講師のお話でした．（女68歳） 

■非常に明解な講演だった．ブッシュ大統領など支配層の核廃絶論の根拠が，「核抑止力」の

役割が低下，むしろテロ勢力に持たれる恐れからであること．我々の原水禁運動は，「核兵

器を二度と使わない世界を」という被爆者の崇高な立場にもとづくものであること．オバ

マ大統領の核廃絶論発言は，核兵器廃絶への一筋の光となったこと．これを広げるために

原水禁運動が重要であることに感銘を受けた．（男70歳） 

■分かりやすく，歴史，経緯，現在を話して下さいました．鳩山の動揺，矛盾．これからの

展開は，国民，我々の力で．（女67歳） 

■非常に役に立つ良い話だった．願わくばもっと大きな声で話して欲しかった．聞き取れな

い部分（推測はできたが）がありました．話の全部（すみからすみまで）聞きたいのです．

次回からよろしくお願いします．（女70歳） 

■大変示唆的で，刺激的な内容で，大変意義のある講演であった．（男63歳） 

■理解しやすいお話でした．運動的にも確信の持てる内容だった．（男63歳） 

■分かりやすかった．（男62歳） 

 

 

 

○資料集について 

■すばらしいです．アンケート用紙の感想を書く欄４が小さくて，今後のテーマ６が大きく，

バランスが悪いと思います． 

■よくできていました． 

■活用させていただきます． 

■毎年貴重な資料を準備いただき，感謝しています．十分活用させていただいています．確

信と勇気が生まれる． 

■資料は役に立ちます． 

■すごく役立ちます． 

■毎回充実していますが，今回は特にわかりやすくてよいと思いました． 

■いつも詳細にわたる資料をいただき，ありがたく思います．十分理解できなかった事項や

聞き落としたことは読み返します．そんな意味からも，ありがたいものです． 

■続けてほしい． 

■特になし． 

■参考になります．いつも活用させてもらっています． 

■今回の資料集については，大変わかりやすい内容でした． 

■十分です． 



■ページ数を減らして下さい． 

■どの程度読めるか解りませんが，さかのぼっての資料発行はありがたいと思います． 

 

 

 

○ 今後の企画についての希望 

■原発問題と環境問題．串間原発は，九電はあきらめたのか．木城町の揚水発電所の意味す

るもの．いつも世論をつくる必要があると思う． 

■2008年世界の軍事費は144兆円と言われる．核廃絶をはじめ，この軍事費が市民生活･文･

民に使われたら，どんな世界をもたらすか．展望と希望のあるテーマの話を聞きたい． 

（地球温暖化，貧困，いろいろ地球的課題がある．人類はどう立ち向かうか） 

■一任します． 

■国民一人一人が目覚めて，頭をはっきりさせておくことが必要だと感じます．世界の中で，

そのような芽生えが実を結んでいる例を知りたいです．世界平和，反貧困を実現する最も

大きな力になるものだと思うので． 

■これまで憲法9条，25条との関わりでの講演のサイクルで良いと思います．今回の企画は，

NPTとの関係でも大変タイミングが良かったと思います． 

■核廃止も平和問題も，世界中の大多数の切なる願いであることは変わりません．しかし，

それを阻む経済的な背景についても，もっと知りたいと思います．資本主義のシステムの

持つ抜本的な悪を！ 

■改定「安保」50年にあたっての特別企画．講演かシンポジウム． 

■恒久世界平和は可能か ・利潤主義(資本主義)と帝国主義 ・国家主義を越えて（ケンズ

対社会主義） ・国際的主権在民の拡大－生産手段の共有化は可能か! 

 

以上 





 




